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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
 呼気中一酸化窒素濃度（FeNO）が気道炎症の非侵襲的指標として広く臨床応用されており、さらに
中枢・末梢の気道炎症を個別に評価する方法として、2 compartment model（2CM）を用いた呼気 NO
の解析がなされている。しかし、2CMには、いくつかの問題点も指摘されており、近年これを克服し
た新しい解析モデル（TMAD）が提唱された。今回、我々は気管支喘息患者の中枢と末梢の気道炎症(中
枢；J'awNO，末梢；CANO)を 2CM と TMAD の両者を用いて評価し、TMAD による CANO 測定が有用である
かを検討した。 
【対象】 
 健常人 12人と、吸入ステロイド薬未使用の軽症気管支喘息患者 52人を対象とした。  
【方法】 
 異なる呼気流速( 50, 100, 150, 200ml/s )における NO 濃度を測定し、2CM と TMAD の両者を用い
て J'awNO と CANO を評価した。また、これらと肺機能検査（FEV1/FVC、FEV1、FEF25-75)、気道過敏性
試験(PC20)、喀痰中好酸球数との相関関係を検討した。 
【結果】 
 J'awNOは、両モデルとも気流閉塞、気道過敏性、喀痰中好酸球数と有意な相関関係を示した。CANO
は、2CMによる評価では末梢気道狭窄を示す FEF25-75以外のパラメーターとも相関が見られた。一方、
TMADでは CANOは FEF25-75とのみ有意な相関関係が見られた。  
【結論】 
2CM と比較し、TMAD による CANO が気管支喘息患者の末梢気道病変をより鋭敏に反映する可能性が示
唆された。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
呼気中一酸化窒素濃度（FeNO）が気道炎症の非侵襲的指標として広く臨床応用されており、さらに
中枢・末梢の気道炎症を個別に評価する方法として、2 compartment model（2CM）を用いた呼気 NO
の解析がなされている。しかし、2CMには、いくつかの問題点も指摘されており、近年これを克服し
た新しい解析モデル（TMAD）が提唱された。本研究は、気管支喘息患者の中枢と末梢の気道炎症(中
枢；J'awNO，末梢；CANO)を 2CM と TMAD の両者を用いて評価し、TMAD による CANO 測定の有用につい
て検討したものである。 
健常人 12人と、吸入ステロイド薬未使用の軽症気管支喘息患者 52人を対象として、異なる呼気流
速( 50, 100, 150, 200ml/s )における NO濃度を測定し、2CMと TMADの両者を用いて J'awNOと CANO
を評価した。また、これらと肺機能検査（FEV1/FVC、FEV1、FEF25-75)、気道過敏性試験(PC20)、喀痰
中好酸球数との相関関係を検討した。その結果、J'awNO は、両モデルとも気流閉塞、気道過敏性、
喀痰中好酸球数と有意な相関関係を示した（FEV1/FVC: r=-0.52, p<0.001、喀痰中好酸球数: r=0.51, 
p<0.001、FEF25-75: r=-0.31, p=0.02）。CANOは、2CMによる評価では末梢気道狭窄を示す FEF25-75以外
のパラメーターとも相関が見られた（FEV1/FVC (r=-0.35, p=0.01)、FEF25-75 (r=-0.45, p<0.001)、
喀痰好酸球数 (r=0.32, p=0.02)）。一方、TMADでは CANOは FEF25-75とのみ有意な相関関係が見られた
(r=-0.42, p=0.002)）。 
これらの結果から本研究では、2CM と比較し、TMAD による CANO が気管支喘息患者の末梢気道病変
をより鋭敏に反映する可能性が示唆された。 
以上のことから、本研究は今後の気管支喘息における末梢気道炎症の病態解明と治療法の確立に貢
献すると考えられる。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
